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わたしの共通教育との関わりの大半は外国語科目の英
語ということになります。よって、英語についての雑感
を述べたいと思います。
福井大学に赴任して約18年が経過しました。つまり、
「一般教育」から 「共通教育」へと上位カ テゴリーの名称
は変わりましたが、所謂 「英語」を同 じ年限担当してき
たことになります。この間、その名称の変更が示すよう
に、この大枠の方もかなりの変化を余儀なくされてきま
したが、「英語」に関わる変化はそれ以上ではないかと思
われます。そのあたりのことについて書いてみたいと思
います。
変化にもいろいろあると思いますが、ここでは、授業
方法の変化について述べたいと思います。かつて教養の
英語と言えば、各教員がそれぞれ好きなテキス トを選び、
精読を丹念に行い、そして結局テキス トを読み通すこと
なく終わる、といった言わば未完訳読中心型といったも
のが大勢を占めていたように思われます。本学の話では
ありませんが、シェイクスピアなどの文学作品がテキス
トに選ばれ、学生は"thou"や"ye"が散りばめられた
難解な英文に四苦八苦する、といった極端な話も聞いた
ことがあります。もちろん現在ではそんなことはありま
せん。どこの大学でもシステマティックな授業方法が考
案され、なかには、統一テキス トを使っている大学も多
いと聞きます。本学では統一テキス トは使っていません
が、授業方法を、精読中心、速読中心、聞き取り中心、
総合に分け、訳読のみに収斂 されるような偏った授業で
はなく、できるだけ総合的な英語力を習得させることを
心掛けています(ま た、必修のクラスでは教授困難な
「スピーキング」「ライティング」などの授業も選択科目
として開講 しています)。そ して近年は何よりもTOEIC
の導入です。現在、 どこの大学 でも多かれ少なかれ
TOEICが導入されていますが、本学でも、試行的に
TOEICの学内テス トを行ったり、多くの授業でTOEICに
関連 したテキス トを用いています(TOEICに関しては、
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さ らにより積極的な授業への導入を現在検討中です)。
TOEICを導入することの利点の一つは、目標が明確に設
定できるという点です。本来、言語習得にははっきりし
た到達点を認めることが難しく、従来の英語の授業でも、
教える側も何をどのくらい教えるべきなのか、教わる側
もどの程度まで習得すればよいのか、あいまいなままで
した。しかし、TOEICという明らかな物差 しのおかげで、
目標設定が容易となり、学生の動機付けという最も困難
な問題が以前より取り組み易いものになったように感じ
られます。具体的な数値ほど分かりやすい目標はないで
しょうから。さらには、就職にも結びつくというさらに
強力な餌もあり、いまや英語の授業へのTOEIC導入は不
可避であると言えるでしょう。このように、英語は明確
な目標が掲げられた、効率的、実利的な授業科目になっ
たのです。英語は、教養を教えるものではなく、スキル
を教え込むものとなったのです。
しか し、TOEIC中心の授業は無味乾燥なものだと言わ
ざるをえません。かつてのような地味溢れる英文を心行
くまで味わい尽 くすといった趣は当然なく、規格品の英
文を学生の口中に放り込み、無理やり咀噛させるといっ
た様相です。もちろんかつての授業が教員の強い自己満
足に支え られていたことは確かで しょう。それでも、か
つての授業にはゆったりとした時が流れていたように思
われます。いや、しかし、もちろんそのような嘆きが許
される余地は無いのです。現代は、変化 ・改革の時代で
す。常に改革が叫ばれ、たとえそれ程問題が無いように
思えても、更なる改革が求められるのです。TOEICでさ
え、将来別のものに取って代わられ、その新しいものに
我々はまた対応 していかなければならないかもしれませ
ん。ノスタルジアは禁物なのです。
